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青
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中
央
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モ
ン
ゴ
ル
へ
海
外
視
察
団
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派
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海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト「
あ
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岐
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菓
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景
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事
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局
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よ
り
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新
中
部
通
産
局
長
紹
介
、岐
阜
県
最
低
賃
金
の
改
正　
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国
で
は
、中
小
企
業
政
策
研
究

会
が「
中
小
企
業
の
憲
法
」と
も
い

う
べ
き
中
小
企
業
基
本
法
の
改
正

に
つ
い
て
、今
春
か
ら
作
業
に
着
手

し
て
こ
の
ほ
ど
最
終
報
告
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、次
の
臨
時
国
会
で
の

成
立
、施
行
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、従
来
中
小
企
業
を
弱
者
と
し
て
位
置
づ
け
、保

護
・
救
済
す
る
政
策
か
ら
そ
の
認
識
を
大
き
く
転
換
し
、内
外
の

マ
ク
ロ
の
経
済
環
境
や
産
業
構
造
が
変

化
し
て
い
く
中
で
、中
小
企
業
を
保
護

す
べ
き「
平
均
的
弱
者
」と
決
め
つ
け
る

の
で
は
な
く
、む
し
ろ
多
様
な
可
能
性

と
創
造
力
を
持
っ
た
事
業
主
体
で
あ
る

と
見
方
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

市
場
主
義
に
基
づ
く
競
争
原
理
を

導
入
し
、中
小
企
業
の
自
主
・
自
助
努
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ

る
。

　

戦
後
一
貫
し
て
、国
の
保
護
政
策
に
な
じ
ん
で
き
た
中
小
企
業

に
い
わ
ゆ
る
自
己
責
任
原
則
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

不
況
の
長
期
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
、規
制
緩
和
の
進
展
の
中
で
、中

小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。こ
の
よ

う
な
中
で
、市
場
競
争
の
激
化
は
、避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、中
小
企
業
自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
新
技
術
や
新
製
品
の
開
発
、

新
分
野
への
参
入
な
ど
の
積
極
的
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
　

年
度
の
中
小
企
業
白
書
に
は
、「
新
産
業
・
雇
用
創
出
の
受
け

９８
皿
は
中
小
企
業
」と
う
た
わ
れ
て
い
る
。中
小
企
業
を
め
ぐ
る
経

営
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、そ
う
い
う
中
で
経
済
を
革
新

し
、雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
へ
の
期
待
は
大
き
く
、そ
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、中
小
企
業
白
書
で
は
、「
多
様
性
」に
注
目
し
、大
企
業
と

比
べ
て「
弱
い
存
在
と
し
て
の
中
小
企
業
を
一
律
に
と
ら
え
る
の
は

適
切
で
な
い
」と
指
摘
し
て
い
る
。中
小
企
業
政
策
は
、保
護
の
比

重
を
下
げ
意
欲
の
あ
る
人
材
を
幅
広
く
呼
び
込
み
革
新
的
な
経

営
を
促
す
方
向
に
転
換
さ
れ
つつ
あ
る
。

　

今
後
の
中
小
企
業
政
策
の
柱
は
、次
の

二
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　
〈
１
〉自
助
努
力
支
援（
意
欲
あ
る
中

小
企
業
の
創
業
や
成
長
、経
営
革
新
へ
向

け
て
の
自
助
努
力
。　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

支
援
。創
業
の
促
進
。）

　
〈
２
〉競
争
条
件
の
整
備（
市
場
機
能
・
民
間
能
力
を
活
用
し
た

支
援
事
業
への
転
換
。組
合
制
度
か
ら
会
社
への
組
織
変
更
に
よ
る

制
度
の
弾
力
化
。貸
し
渋
り
対
策
の
金
融
支
援
措
置
等
）ま
た
、中

小
企
業
の
範
囲（
定
義
）の
見
直
し
も
実
施
さ
れ
る
。

　
「　

世
紀
は
中
小
企
業
の
時
代
」と
言
わ
れ
て
い
る
。規
模
の
小

２１
さ
さ
故
に
大
企
業
に
比
べ
て「
小
回
り
が
利
く
」中
小
企
業
が
本

来
有
す
る
機
動
性
、柔
軟
性
は
、ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、個
人
の

個
性
や
創
造
性
が
よ
り
発
揮
し
や
す
い
特
性
の
強
み
を
発
揮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
き
た
。

（昭和35年12月15日 第三種郵便物認可）

経
済
の
再
生
は

中
小
企
業
の
活
性
化

主な記事
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岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

は
、経
済
の
国
際
化
が
進
展
す
る
中

で
青
年
経
営
者
の
国
際
感
覚
の
醸

成
と
国
際
交
流
並
び
に
異
文
化
・
風

土
の
中
で
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
海
外
視
察
研
修

事
業
を
二
年
に
一
回
実
施
し
て
い

る
。今
回
は
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
海
外
視

察
研
修
を
行
っ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
は
、一
九
九
○
年
に
旧

ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
変
革
の
波
が
押

し
寄
せ
、社
会
主
義
よ
り
自
由
主
義

に
移
行
し
急
速
な
経
済
改
革
の
断

行
を
迫
ら
れ
た
。最
大
の
援
助
国
で

あ
る
旧
ソ
連
が
崩
壊
し
、次
々
に
優

遇
措
置
や
援
助
が
打
ち
切
ら
れ
る

な
か
、価
格
の
自
由
化
、貿
易
・
為
替

の
自
由
化
、国
営
企
業
の
民
営
化
、

財
政
の
立
て
直
し
、金
融
制
度
の
整

備
な
ど
経
済
改
革
を
着
実
に
進
め
、

一
九
九
四
年
よ
り
経
済
成
長
率
は
、

プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、今
後
の
資
源
開
発
・
経
済

発
展
も
着
目
さ
れ
て
お
り
、日
本
に

お
い
て
も
、北
東
ア
ジ
ア
へ
の
関
心

は
高
く
、今
後
の
経
済
交
流
の
た
め

に
視
察
国
と
し
て
選
定
し
た
。

　

見
学
し
た
ゴ
ビ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン（
カ
シ
ミ
ヤ
製
造
工
場
）は
、

全
世
界
の
カ
シ
ミ
ヤ
生
産
の
内
四

○
％
を
製
造
す
る
モ
ン
ゴ
ル
に
お

い
て
、そ
の
五
○
％
を
製
造
し
、二

千
人
の
従
業
員
が
二
〜
三
交
替
制

で
製
造
に
従
事
し
て
い
る
。従
業
員

の
給
料
は
現
地
の
公
務
員
の
一
・
五

倍
か
ら
二
・
五
倍（
七
○
Ｕ
Ｓ
ド
ル

＋
歩
合
給
）、従
業
員
の
ほ
と
ん
ど

が
女
性
で
あ
る
。ま
た
、機
械
設
備

の
多
く
は
日
本
製
で
占
め
て
お
り

日
本
政
府
か
ら
、資
金
・
技
術
面
で

か
な
り
の
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る

印
象
を
受
け
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
政
府
外
務
省
対
外
投

資
セ
ン
タ
ー
で
の
懇
談
会
で
は
、モ

ン
ゴ
ル
の
経
済
事
情
や
多
く
の
日

本
企
業
が
投
資
、技
術
援
助
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
。

　

田
口
団
長
は「
モ
ン
ゴ
ル
は
、こ
れ

ま
で
近
く
て
遠
い
国
だ
っ
た
が
、将

来
の
産
業
交
流
の
き
っ
か
け
が
で
き
、

デ
ザ
イ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

国
際
感
覚
の
醸
成
め
ざ
す

青
中
モ
ン
ゴ
ル
視
察
団

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会
は
八
月
二
十
五
日
か
ら
四
日
間
、
田
口
日
出
生
団
長
（
青
中
副
会
長
）
を
は

じ
め
、
二
十
一
人
を
海
外
視
察
団
（
モ
ン
ゴ
ル
）
と
し
て
派
遣
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、
首
都
の
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
を
訪
問
し
、
同
国
の
主
力
産
品
の
一
つ
で
あ
る
カ
シ
ミ
ヤ
製
造
工
場
を
見
学
し
た
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル

政
府
外
務
省
対
外
投
資
セ
ン
タ
ー
と
の
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
経
済
交
流
を
行
っ
た
。

今後の海外経済交流が目的

モンゴルへ海外視察
青 年 中 央 会 が 視 察 団 派 遣

カ
シ
ミ
ヤ
工
場
を
見
学

の
方
法
な
ど
の
可
能
性
が
広
が
っ

た
」と
視
察
の
感
想
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、青
年
中
央
会
で
は
、報
告

書
を
ま
と
め
十
月
一
日
に
報
告
会

を
開
催
す
る
。

　

視
察
団
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬

称
略
）

▽
田
口
日
出
生
＝
岐
阜
土
木（
協
）・

団
長
・
青
中
副
会
長

▽
坂
田　

彰
＝
岐
阜
県
広
告
美
術

業（
協
）・
青
中
会
長
▽
金
津
洋
一
＝

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業（
協
連
）・
青
中

副
会
長
▽
秋
月
久
俊
＝
大
垣
市
鉄

工（
協
）・
青
中
副
会
長
▽
速
水
伸
治

＝
岐
阜
土
木（
協
）・
青
中
理
事
▽
浅

野
忠
一
郎
＝
同
組
合
▽
炭
竃
秀
顕

＝
同
組
合
▽
小
林
俊
夫
＝
岐
阜
県

米
菓
工
業（
協
）・
青
中
元
副
会
長
▽

宮
部
幸
一
＝
同
組
合
・
青
中
元
副
会

長
▽
伊
藤
理
一
＝
岐
阜
県
砕
石（
工

組
）・
青
中
理
事
▽
幅　

年
幸
＝
紙

技
術
研
究
会
▽
臼
井　

剛
＝
同
研

究
会
▽
庄
司
真
一
郎
＝
同
研
究
会

▽
辻　

守
重
＝
同
研
究
会
・
青
中
元

会
長
▽
宮
島
孝
志
＝
同
研
究
会
・
青

中
理
事
▽
近
藤
雅
行
＝
同
研
究
会

▽
田
中　

稔
＝
岐
阜
県
製
本
紙
工

（
工
組
）・
青
中
理
事
▽
桑
原
俊
夫
＝

岐
阜
県
広
告
美
術
業（
協
）▽
田
中

義
一
＝
岐
阜
土
木（
協
）▽
渡
辺
波

男
＝　

渡
辺
工
業
▽
大
沼
浩
宣
＝

（株）

事
務
局
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日本のブランドがパリの街にデビュー

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

ある日本ブランドの挑戦　　
パリファッション

　パリの町を歩く楽しみの一つに、ウィンドウ
ショッピングがある。特に洋服は、毎日ディスプ
レイが変わるので、通いなれた道でもついつい
ウィンドウに目をやってしまう。
　パリといえばファッション、と誰もが認めると
ころだろうが、街中を歩いている人がみんな、パ
リコレクションのモデルのような格好をしてい
るのかといえば、決してそうではない。特に若い
人は、夏なら黒のタンクトップにパンツなど、シ
ンプルな服装が目立つ。しばしば言われることだ
が、本当に、日本の若者の方がよほど服にお金を
かけているのではないかと思う。
　そんなパリで若い女性の指示を集めているの
は有名ブランドのブティックではなく、シンプル
で、色々な組み合わせが簡単な洋服を、手ごろな
値段で提供する店だ。そういった人気がある店に、
ここ数年、フランス以外の国で生まれたブランド
が増えているようだ。
　共にスペイン発のＺＡＲＡとＭＡＮＧＯは、ス
ペイン国内ではそれぞれプレタポルテチェーン
のナンバーワンとナンバーツー。パリの随所で店
舗を見かけるし、ここの買い物袋を下げた人とす
れ違うことも多い。ＭＡＮＧＯの方は既に日本各
地に店を持っているし、ＺＡＲＡの方も昨年、東
京・渋谷に第一号店がオープンした。スウェーデ
ン生まれのＨ＆Ｍは、レディースだけでなくメン
ズも人気だ。

GAPの店舗が人気
　また、日本でもお馴染みとなりつつあるアメリ
カのＧＡＰも、大変な勢いで店舗を増やしつつあ
る。現在、フランス国内に３５店舗を数えるが、こ
の８月から９月にかけて、パリ市内だけで更に３店
がオープンする予定である。
　１９６７年、サンフランシスコでジーンズとレコー

にはそれぞれ個性があり、例えばジーンズなどのよりカ
ジュアルな服が多いＧＡＰと、ワンピースやスーツもた
くさん揃うＺＡＲＡとをひとまとめに考えるのはかなり
乱暴な話ではある。しかし、これらのチェーンの扱う服
から共通して感じられる印象をあえてまとめてみると、
なんといってもシンプルであることにつきる。多くは無
地で、見た目にはさして凝ったデザインでもない。グレー
や黒といった落ち着いた色の商品が多い。しかし、その
中にも、例えば同じカットソーでも様々なカラーバリ
エーションが並び、また、少しずつ形が違っていたりも
する。着心地のよさそうな素材も多いし、何より組み合
わせが色々と工夫できそうだ。

日本ブランドもデビュー
　ところで、安くてシンプル、といえば、まさにそれを
目指して作られた日本のブランドが、最近、パリの街に
デビューした。昨年秋、パリに第一号店を出した「無印
良品」だ。
　もちろん、無印良品で扱われているのは衣類だけでは
なく、むしろ生活雑貨が中心で（日本でのもう一つの柱
の食品類は、今のところ扱っていない）、上記のブランド
と簡単に比較するわけにはいかない。雑貨の店と考える
なら、むしろＨＡＢＩＴＡＴのような、フランスの、や
はりシンプルな生活雑貨を扱う店とも共通するセンスを
感じる。
　しかし、いずれにせよ、無印良品の挑戦は、今のとこ
ろなかなか好調に推移しているようだ。この１年足らずで、
サンジェルマンデプレのそばに出した第一号店のすぐそ
ばにもう一軒店を構え、オペラ座のそばにも店を出した。
ヨーロッパ内では先にイギリスに進出しているが、あち
らでは既にロンドン以外の地域も含め、９店舗をオープン
させたようだ。
　時々、店の前を通りかかると、かなり多くのフランス
人が服や雑貨を吟味しているのが見える。無印良品はこ
のまま順調にパリに受け入れられるのか、そして、それ
に続く若者向けのブランドが日本から進出してくるのか、
これからの展開がとても楽しみだ。

岐阜県パリ駐在員

　宮　　早　苗

ドの店としてスタートしたＧ
ＡＰは、レディースやメンズだ
けでなく、子供服、ベビー服も
揃えており、フランスでは今後、
０歳から４歳児を対象にしたベ
ビー・ギャップ、１４歳までを対
象にしたギャップ・キッズによ
り力をいれていく方針という。
　もちろん、これらのチェーン



1999年（平成11年）9月15日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第479号 （４）

み
ず
な
み
四
季
の
器
展
示
会

ニ
ュ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
土
岐

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

美
濃
焼
の
新
作
展
示
会

瑞
浪
と
土
岐
地
区
で
開
催

岐
阜
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
全
国
に

第　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

３９

　

瑞
浪
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
主
催

の
『
み
ず
な
み
四
季
の
器
展
示
会
』

を
瑞
浪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、

土
岐
市
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連
絡

協
議
会
主
催
の
『
ニ
ュ
ー
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
土
岐
』
を
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

で
九
月
二
日
か
ら
二
日
間
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
た
。

　

瑞
浪
で
は
十
九
社
、
土
岐
で
は
百

八
十
六
社
が
出
展
し
、
年
末
か
ら
新

春
に
か
け
て
新
製
品
が
展
示
さ
れ
、

陶
磁
器
の
商
社
関
係
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

両
会
場
の
各
社
の
出
展
ブ
ー
ス
は
、

自
然
ら
し
さ
を
だ
し
た
茶
系
統
の
デ

　

社
団
法
人
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
連
合
会
が
主
催
す
る
『
第　

回
岐

39

阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
（
Ｇ
Ｆ

Ｆ
）』
が
、
八
月
十
九
日
か
ら
二
日
間
、

岐
阜
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
、
現
在
の
二
極
化
・
多
元
化
す

る
価
値
観
、
表
現
方
法
等
を
ベ
ー
ス

と
し
た
「
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
」
を

ザ
イ
ン
や
大
量
生
産
で
は
表
現
し
に

く
い
手
作
り
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
主

テ
ー
マ
に
、
新
世
紀
を
見
据
え
た
、

よ
り
個
性
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
開
催
さ
れ

た
。

　

特
に
二
日
目
は
、「
県
市
民
お
し
ゃ

れ
プ
ラ
ザ
の
日
」
と
し
て
一
般
公
募

モ
デ
ル
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

流
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
こ
の
両
展
示
会
で
は
不
況

を
感
じ
さ
せ
な
い
積
極
的
な
新
商
品

が
並
び
組
合
員
等
の
不
況
打
破
へ
の

意
欲
が
伺
え
る
展
示
会
と
な
っ
た
。

組
合
員
が
一
層
の
団
結
図
る

米
菓
創
立　

周
年
記
念
式
典

５０
満
員
の
観
客
で
埋
ま
っ
た
会
場
か
ら

拍
手
・
声
援
を
受
け
て
い
た
。

シ
ョ
ー
で
は
一
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま

で
の
モ
デ
ル
が
メ
イ
ド
イ
ン
岐
阜
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
み
登
場
し
、

　

岐
阜
県
米
菓
工
業
協
同
組
合
は
八

月
二
十
九
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
『
創
立　

周
年
記
念
式
典
』
を

50

長
良
川
ホ
テ
ル
新
館
で
開
催
し
た
。

　

同
組
合
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
組

合
員
三
十
四
人
で
設
立
。
米
菓
の
原

料
と
な
る
も
ち
米
等
の
安
定
確
保
並

び
に
共
同
購
買
事
業
、
販
路
開
拓
な

ど
の
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
。

　

記
念
式
典
に
は
、
米
菓
業
界
や
行

政
な
ど
の
関
係
者
ら
約
百
二
十
人
が

出
席
し
、
記
念
植
樹
・　

周
年
誌
発

50

行
な
ど
の
記
念
事
業
の
紹
介
が
さ
れ

た
。
式
典
に
際
し
、
加
藤
都
喜
男
理

事
長
は
「
五
十
周
年
を
機
に
、
組
合

員
が
一
層
の
団
結
を
図
り
、
県
産
あ

ら
れ
の
需
要
拡
大
な
ど
に
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
組
合
功
労
者
の
表
彰
で
は

次
の
各
氏
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

▽
岐
阜
県
知
事
表
彰
＝
加
藤
都
喜

男
、
小
中
敏
二
郎
、
中
西
道
弘

　

▽
中
央
会
長
表
彰
＝
寸
田
秀
範

中
央
会正副

会
長
会
議

　

中
央
会
は
八
月
二
十
九
日
、
県
民

文
化
ホ
ー
ル
・
未
来
会
館
で
『
正
副

会
長
会
議
』
を
開
催
し
た
。

　

議
題
は
、
①
第　

回
中
小
企
業
団

51

体
全
国
大
会
要
望
事
項
②
中
小
企
業

経
営
革
新
支
援
法
の
概
要
③
中
央
会

の
あ
り
方
④
組
合
法
等
改
正
の
動
き

⑤
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
発
足
⑥
新
規

高
等
学
校
・
中
学
校
卒
業
対
象
求
人

確
保－
の
六
議
題
つ
い
て
審
議
し
た
。

米
菓　

創
立　

周
年
記
念

50
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ア
シ
ス
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
辻
会
長
を
取

り
上
げ
る
た
め
、八
月
二
十
九
日
に
取

材
が
あ
っ
た
。ま
た
、厳
し
い
経
済
環
境

の
中
で
県
下
各
地
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
正
副
会
長
を
招
き
、
茶
会
を
催
し
、

喧
噪
の
中
に
も
安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

辻
会
長
の
オ
ア
シ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

斬
新
な
発
想
と
独
自
の
文
化
を
作
り

出
し
た
古
田
織
部
。
そ
の
オ
リ
ベ
イ
ズ

ム
の
心
酔
を
学
ぶ
た
め
オ
リ
ベ
一
色
の

茶
道
具
で
の
茶
会
の
様
子
が
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
。ま
た
、
辻
会
長
は
、
裏
千

家
淡
交
会
岐
阜
支
部
の
支
部
長
を
務

め
て
い
る
。

　

商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
掲
載
は
、
未

定
の
た
め
掲
載
さ
れ
し
だ
い
会
報
紙
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
取
材

経
営
革
新
支
援
法
の
説
明
会

県
下
三
会
場
で
二
百
人
が
出
席

大
垣
市
の
活
性
化
を
め
ざ
す

中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

産
業
廃
棄
物
対
策

連
絡
会
議
を
開
催

商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
取
材

辻
会
長
の「
私
の
オ
ア
シ
ス
」

大
垣
市
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

産
廃
対
策
連
絡
会
議

　

中
央
会
は
九
月
三
日
・
六
日
・
七

日
の
三
日
間
、
県
下
三
会
場
で
『
組

合
管
理
者
等
講
習
会
』
を
開
催
し
た
。

　

講
習
会
は
「
中
小
企
業
経
営
革
新

支
援
法
」
が
七
月
二
日
に
施
行
さ
れ

た
の
に
伴
い
、
同
法
の
講
習
会
を
開

催
し
た
。
講
師
に
は
、
県
商
工
局
商

工
業
課
の
桑
原
担
当
官
が
説
明
し
た
。

　

同
法
は
、
中
小
企
業
者
・
グ
ル
ー

プ
・
組
合
等
の
対
象
者
が
、
県
又
は

事
業
所
管
大
臣
に
経
営
革
新
計
画
又

は
経
営
基
盤
強
化
計
画
を
申
請
し
、

計
画
を
承
認
さ
れ
た
対
象
者
に
支
援

措
置
が
受
け
ら
れ
る
も
の
。

　

同
法
に
係
る
支
援
措
置
は
次
の
と

お
り
。

　

▽
経
営
革
新
計
画
＝
①
中
小
企
業

金
融
公
庫
等
に
よ
る
低
利
融
資
制
度

②
高
度
化
融
資
制
度
③
信
用
保
険
の

特
例
④
税
制
措
置
⑤
新
規
補
助
金
な

ど
　

▽
経
営
基
盤
強
化
計
画
＝
①
中
小

企
業
金
融
公
庫
等
に
よ
る
低
利
融
資

制
度
②
信
用
保
険
の
特
例
③
税
制
措

置
④
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制
度
の

特
例
な
ど

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
商
工
業
課

又
は
中
央
会
・
広
報
振
興
チ
ー
ム
（
�

○
五
八－

二
七
七－

一
一
○
一
ま

で
。

　

中
部
通
商
産
業
局
・
岐
阜
県
・
大

垣
市
・
産
業
基
盤
整
備
基
金
が
主
催

し
た
『
中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
』
が
八
月
二
十
五
日
、
大
垣

市
情
報
工
房
で
開
催
さ
れ
、
市
民
や

関
係
者
ら
四
百
五
十
人
が
出
席
し
た
。

　

内
容
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に

係
る
取
り
組
み
状
況
、
中
心
市
街
地

　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対

策
連
絡
会
議
は
八
月
二
十
六
日
、
県

民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
同
会
議
を
開
催

し
た
。

　

会
議
は
、
岐
阜
県
の
産
業
廃
棄
物

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
の

適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
、
廃
棄
物

処
理
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
地
球
環
境

村
構
想
の
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、

各
産
業
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
の
取

活
性
化
の
目
的
と
課
題
な
ど
の
施

策
・
事
例
説
明
を
行
っ
た
。
基
調
講

演
で
は
、「
中
心
市
街
地
活
性
化
の
目

的
と
課
題
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

岐
阜
経
済
大
学
の
間
仁
田
幸
雄
教
授

が
講
演
。
引
き
続
き
、
間
仁
田
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
田
中
康
義
大
垣
商
工

会
議
所
副
会
頭
、
安
田
禮
三
大
垣
市

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
理
事
長
ら

六
人
が
「
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
、

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
展
開
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
街
地
の
空

洞
化
問
題
、
障
害
者
・
高
齢
者
に
対

応
し
た
街
、
活
性
化
基
本
計
画
の
事

業
な
ど
の
大
垣
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

　

日
本
商
工
経
済
研
究
所
が
発
行
し

て
い
る『
商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』が
、私
の
オ

り
組
み
及
び
処
理
の
現
状
に
つ
い
て

各
業
界
の
代
表
者
が
説
明
し
た
。

　

岡
本
太
右
衛
門
座
長
は
「
こ
の
会

議
を
も
と
に
、
各
業
界
の
今
後
の
産

業
廃
棄
物
へ
の
対
応
の
一
助
と
し
て
、

今
後
と
も
産
廃
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
会

議
を
締
め
く
く
っ
た
。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（8月調査、7月実績）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

と
し
、景
況
感
の
悪
化

が
徐
々
に
弱
ま
っ
て
い
る

傾
向
に
あ
る
。

　

売
上
動
向
を
み
る

と
、売
上
増
加
業
種

に
拡
が
り
が
出
て
き
た

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲△▲プ ラ ス チ ッ ク
→△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲○△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△△モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△△窯 業 原 料
→▲△△○耐 火 れ ん が
→▲△○○石　 　 灰
→△△▲○生　 コ　 ン
→▲▲△○砂 利 生 産
→▲▲▲▲砕 石 生 産
→▲▲▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→△▲△▲刃物等金属製品 （内需） 
→△▲△△メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属
→▲▲▲▲金　 　 型
→△△△△機械工具・工作機械
→△▲▲▲電 気 機 械 器 具
→△▲▲▲輸 送 機 器
→△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲△○○各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→△○△○家 電 機 器 販 売
→▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
→△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲▲▲味 噌 ・ 醤 油
→▲▲▲▲豆 腐 製 造
→△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
→△▲▲▲菓　 　 子
→△△△△米　 　 菓
→▲▲▲▲酒　 　 造
→▲▲▲▲米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△△○織 物 染 色
→△△▲△ニ ッ ト 工 業
→▲▲○○毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維
→▲▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△○○靴　 　 下
→▲△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
→△△△△婦 人 ・ 子 供 服
→△△△△縫　 　 製

→○○△△製　 　 材
→△△△△銘　 　 木

→○△○○集　 成　 材
→▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
→△▲△△東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→△△△○特　 殊　 紙
→▲△▲△紙　 加　 工
→△▲▲▲印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→△△△△共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→△△△△大 垣 市 商 店 街
→▲△▲▲多 治 見 市 商 店 街
→▲△△△恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→○○○○車 体 整 備
→△▲△△タ イ ヤ 整 備
→△△△○長 良 川 畔 旅 館
→△△△△下 呂 温 泉 旅 館
→○△△△高 山 旅 館
→△△▲▲ク リ ー ニ ン グ

→△○○○広 告 美 術
－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業

→△△△○映 像 制 作
→△▲▲▲飲　 食　 業
→△△○▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△△▲－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→▲▲○△鋼 構 造 物
－－－－－電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△○○建 築 板 金
→▲△△△建　 　 具
→△△○○産 直 住 宅
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△△貨 物 運 送 （ 県 域 ）

景
況
感
や
や
回
復

石
油
の
値
上
り
が
懸
念
材
料
7月景況調査

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象

に
ま
と
め
た『
七
月
の
特
色
』と『
十
月
ま
で
の

景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
七
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小

企
業
の
特
色
は
①
景
況
感
、水
面
下
で
二
ヵ
月

連
続
改
善
②
公
共
工
事
発
注
動
き
出
す
③

消
費
需
要
、依
然
低
迷
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

七
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、前
月
に
比
べ　
12

ポ
イ
ン
ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

23

二
ヵ
月
連
続
の
改
善
。平
成
十
年
五
月
以
降

当
月
ま
で
の
間
、マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
台
を
底

50

が
、力
強
さ
が
欠
け
て
い
る
た
め
先
行
き
不
透
明
で
あ

る
。受
注
動
向
も
ほ
ぼ
全
業
種
的
に
動
き
が
鈍
い
た

め
、改
善
は
小
幅
で
あ
る
。

　

新
た
な
懸
念
材
料
と
し
て
、重
油
・
石
油
系
の
値

上
が
り
に
よ
り
、一
部
の
業
種
か
ら
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
影

響
を
危
惧
す
る
意
見
が
あ
り
、今
後
の
景
気
動
向
へ

の
影
響
が
注
視
さ
れ
る
。

〔
十
月
ま
で
の
見
通
し
〕十
月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
、Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績

25

に
対
し
2
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
予
想
。木
材
関
係
は
堅

調
予
想
だ
が
、他
業
種
は
横
這
い
。

�
…
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動『
地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う
子
ど
も
と
お
年
寄
り
』９
月　

日
か
ら　

日
ま
で

２１

３０
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管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

　

平
成
十
一
年
度
の
「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
加
入
促
進
強
化
月

間
」
で
は
、
小
規
模
企
業
に
重
点
を

お
い
た
積
極
的
な
加
入
促
進
活
動

を
進
め
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
加
入
促
進
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
金
制
度
を
自
社
で
実

施
す
る
企
業
に
対
し
て
は
、
社
外
型

　

岐
阜
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
を
本
年
十

月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
後
の
最
低
賃
金
は
、
日
額
五
、

二
六
二
円
（
改
正
前
五
、
二
一
七
円
）

時
間
額
六
五
八
円
（
改
正
前
六
五
三

円
）
で
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー

　
〔
八
月
中
〕

３
日　

第
３
回
岐
阜
県
最
低
賃
金
専

門
部
会（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

５
日　

第
５
回
岐
阜
県
最
低
賃
金
専

門
部
会（
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル
）

　

日　

中
部
通
商
産
業
局
・
中
小
企

11
業
経
営
革
新
支
援
法
説
明
会（
名

古
屋
市
）

　
　

岐
阜
県
中
小
企
業
振
興
公
社
・

貸
付
審
査
委
員
会（
県
民
ふ
れ
あ

い
会
館
）

　

日
〜　

日　

中
部
通
商
産
業
局
管

11

12

内
・
官
公
需
適
格
組
合
連
絡
協
議

会（
石
川
県
）

　

日　

第
１
回
組
合
活
性
化
情
報
編

12
集
委
員
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日
〜　

日　

第　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ

19

20

39

シ
ョ
ン
フ
ェ
ア（
岐
阜
産
業
会
館
）

　

日　

平
成
十
二
年
度
政
府
指
定
事

20
業
及
び
平
成
十
一
年
度
特
定
指
導

事
業
組
合
選
定
委
員
会（
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
）

　

日　

平
成
十
一
年
度
組
織
化
指
導

24
中
央
研
修
会（
東
京
）

　

日　

中
心
市
街
地
活
性
化
大
垣
シ

25
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
大
垣
市
情
報
工
房
）

　
　

岐
阜
県
環
境
づ
く
り
県
民
会

議
・
理
事
会（
岐
阜
県
水
産
会
館
）

　

日
〜　

日　

青
年
中
央
会
・
海
外

25

28

視
察
研
修（
モ
ン
ゴ
ル
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄

26
物
対
策
連
絡
会
議（
県
民
ふ
れ
あ

い
会
館
）

　
　

岐
阜
県
中
小
企
業
事
業
制
度
等

に
係
る
懇
談
会（
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
）

　

日　

中
央
会
・
正
副
会
長
会
議（
未

27
来
会
館
）

　
　

第
２
回
決
戦
関
ヶ
原
大
垣
博
実

行
委
員
会
・
講
演（
大
垣
市
情
報
工

房
）

　

日　

岐
阜
県
米
菓
工
業
協
同
組

29
合
・
創
立　

周
年
記
念
式
典（
長
良

50

川
ホ
テ
ル
新
館
）

　

日　

第
1
回
岐
阜
県
ベ
ン
チ
ャ
ー

31
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会

議（
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
）

　

月
は
退
職
金
共
済
制
度

１０

加
入
促
進
強
化
月
間

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と

い
っ
た
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
所
定
内
賃
金
に
限
ら
れ
、

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨
時
の
賃
金
、
休

日
・
時
間
外
な
ど
の
割
増
賃
金
や
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
（
交
通
費
）、

家
族
手
当
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

で
労
働
者
に
確
実
に
退
職
金
の
支

払
わ
れ
る
本
制
度
を
勧
奨
し
、
併
せ

て
、
追
加
加
入
の
奨
励
、
掛
金
月
額

の
総
額
等
の
勧
奨
、
契
約
内
容
の
資

質
向
上
及
び
制
度
の
趣
旨
の
周
知

徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

同
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中

央
会
・
調
査
労
働
チ
ー
ム
ま
で
。

岐
阜
県
の
最
低
賃
金
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

額
五
、二
六
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間
額　

六
五
八
円

な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労
働
契

約
は
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と

同
額
の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、傘
下
組
合
員（
企

業
）
の
方
々
へ
も
周
知
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
岐
阜
労
働
基
準

局
・
賃
金
課
（
岐
阜
市
金
竜
町
五－

一
三
、
電
話
〇
五
八－

二
四
五

－

八

一
〇
四
、
内
線
五
三
）、
若
し
く
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

�
…『
第　

回「
国
づ
く
り
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』　

月
８
日
・　

時　

分
よ
り
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山

１３

１０

１３

３０

参
加
希
望
者
は
、
県
地
域
振
興
課
・
地
域
活
性
化
担
当
（
○
五
八－

二
七
二－

一
一
一
一
内
線
二
三
四
四
）
ま
で
。

松
島
中
部
通
商
産
業
局
長
の
紹
介

　

中
部
通
商
産
業
局
は
九
月
一
日
付

の
人
事
異
動
で
、
新
局
長
を
迎
え
た
。

　

新
局
長
の
松
島
茂
氏
（
昭
和
二
十

四
年
十
月
生
ま
れ
）
は
、
昭
和
四
十

八
年
三
月
東
京
大
学
法
学
部
政
治
学

科
卒
、
四
十
八
年
通
商
産
業
省
入
省
、

六
十
二
年
中
小
企
業
庁
小
規
模
企
業

部
小
売
商
業
課
長
、
平
成
二
年
外
務

省
在
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
日
本
国
大

使
館
参
事
官
、
五
年
通
商
政
策
局
東

南
ア
ジ
ア
大
洋
州
課
長
、
六
年
基
盤

技
術
研
究
促
進
セ
ン
タ
ー
総
務
部
長
、

九
年
大
臣
官
房
総
務
課
企
画
室
長
、

十
年
工
業
技
術
院
総
務
部
技
術
審
議

官
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。

松
島　

茂　

新
局
長


